
エピローグ

6665

災害は、
わすれたころにやって来る

いろいろな自然の災害について、お話ししてきました。

災害はいつやって来るか、だれにも分かりません。

だからといって、災害がやって来ないともいえません。

なぜなら、災害はかならずやって来るからです。

それは、いつでしょうか。

昔の人が、いいました。

災害がおきたときには、みんなが災害のことをわすれな

いでおこう。

でも、たくさんの年月がたつと、多くの人が災害のこと

をわすれはじめるようになります。

そして、そのときを待っていたかのように、災害がやって

来る、と。

思ったことや気づいたことを書いてみよう
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防サイ先生

防災の事なら
なんでも知っている
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